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　現在、我が国には、温泉地と呼ばれる場所の数は３，０８５ヶ所（日本温泉総合研究
所調べ、１軒だけの温泉施設も含む）もあるといいます。その中でも圧倒的な知名度を
持っている有名温泉地となると、その数はわずかなものになってしまいます。その中に
あって道後温泉の知名度は国内有数のものといえるでしょう。今回は、愛媛県松山市の
奥道後にある奥道後壱湯の守（旧奥道後ホテル）を訪ねました。
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　同館は１９６３年創業、全長３５０ｍの大きな施設です。高度成長期の明るい時代
も、厳しい時代も経て、２０１４年７月に「奥道後　壱湯の守」として新たなスター
トを切りました。新設された露天風呂は、西日本最大級ともいわれています。そして、
営業力は、宿を支える上で重要な力であることはいうまでもありません。施設、接遇、
営業、すべての持ち場に、おもてなしの果たす役割があるということを改めて気づか
せてくれました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2015年3月1日発行）

そう嬉しそうに話すのは、営業担当で４年目の江崎一
久さんです。同館では、トップの指示もあり全員がおも
てなし検定に挑戦することになっています。当然、営業

　副支配人の安宅洋史さんは、同館に勤務して１５年。日
々、スタッフの成長を温かく見つめ、期待を込めて叱咤激
励する毎日です。

同館では、様々な業務に柔軟
に対応できる多能職という考えを導入しています。そのた
め業務セクションを越えた関心の高さが、スタッフには求
められます。

の江崎さんも例外ではありません。

仕事柄、県外への出張など
も多く、他の施設へ泊る機会も多いそうなのですが、

と出張先で気づきも多くなっている
そうです。

　安宅さんはさらにおもてなし検定の意義についてこんな話をされました。


